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知られていないサービス
＝していないサービス



即時OA義務化の対象



リポジトリの登録対象

学内で刊行された
全ての紀要論文

研究者の発表した
全ての学術雑誌論文
（及び根拠データ）



リポジトリの登録対象

学内で刊行された
全ての紀要論文

研究者の発表した
全ての学術雑誌論文
（及び根拠データ）



登録対象の把握ルート
公表された研究成果を確認する
【Web of Science統計】
【研究者総覧】を参照

図書館外の部局と連携する
【論文投稿支援事業】の申請時に
リポジトリ登録希望の項目を設ける

APC支援事業を活用する
【転換契約制度】の利用者に
リポジトリ登録を案内する

図書館外の部局と連携する
【論文投稿支援事業】の申請時に
リポジトリ登録希望の項目を設ける

APC支援事業を活用する
【転換契約制度】の利用者に
リポジトリ登録を案内する



研究公表の一次情報源を把握する
公表された研究成果

WOS統計は
自動的に登録される
＝研究支援者ベース

研究者総覧は
研究者自身が登録する
＝研究者ベース



研究公表の一次情報源を把握する
公表された研究成果

WOS統計は
人文科学系の収録が少なく
国内学協会誌はほぼ無い

研究者総覧は
研究業績登録が任意のため
漏れがある（横国大の場合）



WOSの実画面



研究者総覧の実画面



管理用ファイル実画面



登録対象の把握ルート
公表された研究成果を確認する
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【研究者総覧】を参照

図書館外の部局と連携する
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APC支援事業を活用する
【転換契約制度】の利用者に
リポジトリ登録を案内する
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登録対象の把握ルート
公表された研究成果を確認する
【Web of Science統計】
【研究者総覧】を参照

APC支援事業を活用する
【転換契約制度】の利用者に
リポジトリ登録を案内する

図書館外の部局と連携する
【論文投稿支援事業】の申請時に
リポジトリ登録希望の項目を設ける



本学では本年4月より
研究推進機構に所属するURAを
オープンアクセス推進の専任として
図書館に配属しています

学内で連携する



どうして登録しなければ
ならないのか?



リポジトリ登録のメリット

被引用件数の増加

アクセスポイントの増加

“Open access through disciplinary or institutional 
repositories showed a stronger effect than open access 
via publisher platforms.”
Huang, CK., Neylon, C., Montgomery, L. et al. Open 
access research outputs receive more diverse citations. 
Scientometrics 129, 825–845 (2024). 
https://doi.org/10.1007/s11192-023-04894-0

研究者自身の
国際的プレゼンスが
高まる
●国際的な共同研究
●企業との共同研究･イノベーション推進



登録対象の把握ルート
公表された研究成果を確認する
【Web of Science統計】
【研究者総覧】を参照

図書館外の部局と連携する
【論文投稿支援事業】の申請時に
リポジトリ登録希望の項目を設ける

APC支援事業を活用する
【転換契約制度】の利用者に
リポジトリ登録を案内する



これからの登録対象の把握ルート
公表された研究成果を確認する
【Web of Science統計】
【研究者総覧】を参照

図書館外の部局と連携する
【論文投稿支援事業】の申請時に
リポジトリ登録希望の項目を設ける

APC支援事業を活用する
【転換契約制度】の利用者に
リポジトリ登録を案内する

研究者から直接
リポジトリ登録依頼を受ける



知られていないサービス
＝していないサービス


